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若人会のあゆみ

沿革

２０００年１月８日 香港で設立

２００３年８月２３日 東京支部設立

２００４年６月１３日 歩行回数５００回達成

２００８年１０月５日 歩行回数１０００回達成

会員数

４２６名（２００８年９月末現在）

▽歩行距離達成記録（同）

２００キロ達成 １１３名

１０００キロ達成 ５４名

２０００キロ達成 １８名

３０００キロ達成 ８名

４０００キロ達成 ２名



若人会 1000 回記念に寄せて

忘れもしません。私が若人会に参加したのは 2001 年の８月、暑い暑い夏の日でした。

今思うと、なんとそれは 100 ㎞トレイレへ向けてのきついきつい練習の真っ盛りの時でし

た。あの 100 キロトレイルの４と５。上りの急な坂、太陽の強い日差しが後頭部や背中を

容赦なく照りつける。案の定、途中でバテてしまい、皆さんに長い時間待っていただきま

した。･･･皆さんと若人会との出会いはどんなものだったのでしょうか。

2000 年１月に若人会は７、８人の有志から始まったそうです。当時、初代会長の高田さ

んをはじめ、秋葉さん、奥山さん、金光さんたちで歩き始め、それが今や約 380 人を有す

る会に発展しました。現在、香港にいる方は約 150 人、残りの方はこの香港の地で若人会

に参加した後たくさんの思い出を胸に帰国、もしくは他の国に赴任されて行った方です。

皆さんそれぞれに「若人会に参加してたくさんの仲間と知り合えてよかった」「香港の知ら

ない面を知ることができた」「痩せた！」など、感謝の言葉を残して香港を後にしています。

現在、若人会でリーダーに認定（累計 200km を歩いた方）された方は 129 名に上ってい

ます。そのうち約 50 名の方が今香港にいて２、３カ月に１度まわってくるリーダーの日の

ために下見や昼食の場所の設定を行い、決められた時間と場所に行けば、いつでもだれで

も自由に香港の山歩きができるという、若人会ならではの規則を支えてくれているのです。

また、若人会にはいくつかの係があって、縁の下から支えていただいています。記録係、

会計係、スケジュール担当係、連絡係、宴会幹事係、ホームページ管理係などです。自分

が歩いたコースの記録、累計で何 kｍ歩いたかなどホームページを見ることですぐにわかる

ようになっています。この係の方々（歴代の方々も含め）に最敬礼です。ありがとうござ

いました。

こうして幾人もの人に支えられながら若人会は 2004 年に 500 回を数え、今ここに 1000

回を迎えることができました。ありがとうございました。

私は「若人会は大きくならなくてもいい、誰でもが楽しめる健全な香港の山歩きの会と

して、永遠に存続して行けたらなあ。」と思っています。

香港は希望の港。人々が行き交う港。

今後も若人会は香港を行き来するそういう人達と共に生きていきます。

2008 年 10 月５日

若人会会長 大島勤

代表者からメッセージ



２００８年１０月６日（日）

若人会１０００回記念
クリーンウォーク in ライオンロック
この日は、台風が近づいていた影響で、朝から大雨。午前８時１５分には、黄色マークの大雨警報が発令。

午前９時半に、大圍駅に集合した若人会メンバーは、お子さんも入れて約40名ほど。

リーダー達の相談の元、この雷雨下では大変危険との判断で、クリーンウォークは中止となりました。

急遽、近くの飲茶レストランに移動し、朝から大宴会の運びとなりました。

大圍駅に大集合！！

雷に負けず、はい、笑顔で～、ち～ず！！

かんぱ～～い☆

朝から飲むぞ～！！

１０００回ポーズ！！

この日の為に、日本からＮ原さん登場！

若人会クイズの答え 答えはＡ．「鶴の一声」。会発足の当日、メンバー同士で「会の名前を決めよう」
となったのはいいが良いアイデアがなかなか浮かばなかった時に、高田会長（当時）が「若人会にしよ
う！」と言ったのがきっかけ。後日談で、耳慣れない「若人（わこうど）」という言葉を「ア○ード」と
聞き間違え、「なぜ『ホ○ダ』車の名前？」と思いながら、しばらく「ア○ード会」だと思っていたメン



＃１ 1000 回記念おめでとうございます

高田久生・初代会長

香港を離れてすでに５年過ぎました。何の計画も

なくただ美味しいビールを飲みたい一心だけで始

めた集いがまさかここまで深く根付き、1000 回に

まで達しようとは思ってもいませんでした。本当に

おめでとうございます。会をここまで発展、存続さ

せた大島会長をはじめ、代々入れ替わり立ち替わり

会を支えてきた皆さんの熱意に深く敬意を表しま

す。この熱意がある限り会は今後も永遠に継続され

ていくことでしょう。

会長として３年間、皆さんと歩かせていただいた

3000kmと３回完歩した 100km トレイルでの体力の

蓄えは、かなり目減りはしたものの今まだ残ってい

るようです。一番好きなルートはランタオ島の東涌

（トンチョン）から大澳（タイオー）、通称フルー

ツ街道。ライチやジャックフルーツなどの季節の果

実を見ながらゆっくり歩き、大澳で魚の干物（塩魚）

を買うのが楽しみでした。

＃２ 一歩ずつ歩いてきた

秋葉純次郎・会員番号８番

「週末は、山を歩いてるの? 」

「単身赴任になってから、毎週山歩きしてるよ。」

「僕も歩いてるよ。」

「それなら、今度一緒に歩いてみない? 」

初夏の西貢の山を歩いた後のビールは格別。

「以外と香港の山は歩き甲斐があるよね。」

「秋に 100km 歩くイベントがあるのだけど、歩い

てみない? 」

始まりはいつもビールを飲みながらの冗談から

です。

そして、一つの終わりが次の始まりです。

「週末に山を歩く人たちを組織化できないだろう

か・・・ 。」

「100km プロジェクトの施工計画書を次の人に伝

えておかねば・・・。」

「会を作るなら、会費や会則がない参加脱退が全く

自由な会でなくては・‥ 。」

一人コツコツと全く自由な会を設立し、運営して

くれた初代会長にただ感謝。

ただ、いまも積極的に活動してくださる一桁会員

(８番を除く)にひたすら感謝。

ひたすらに、500 回を迎える前から会を率いてく

ださる現会長に心から感謝。

みなさんの継続しようという強い心が集まって、

おかげさまで今日 1000 回！

＃３ 1000 回ハイキング、

おめでとうございます！

奥山 順子・会員番号２番

食の思い出です。冷えたビールとコーラ、飲茶、

海鮮料理、タイ料理、イタリアン、インド料理、満

記のマンゴーパンケーキ、アリオリのパン、ムイオ

ーのビザ、川龍の飲茶、トルコ料理、長州島の大判

焼き、九龍城タイ人アマさん御用達の食堂のタイ料

理とマンゴージュース、普通の火鍋、トマト火鍋、

豚骨火鍋、イカフライ、カキオムレツ、ゴマ豆腐花、

おでん大根（？）、ひとくちトマト、凍ったオレン

ジとぶどう、石澳のタイ料理、ラマ島の鳩/ミンチ

肉のレタス包み/かにご飯/バゲットパン、ランタオ

島大仏そばの茶園のお茶、精進料理、大排当のイカ、

深井の 鹅焼 、ドリアンプリン、干焼伊麺、凍った

こんにゃくゼリー、海風ストアのレモンコーラとシ

まだ見ぬ仲間たちへ。
歴代の先輩・現役メンバーからメッセージ



ンガポールビーフン、カレー魚蛋、車仔麺、大尾篤

の凍ったコップのアサヒスーパードライ、豚頸肉、

焼きうどん、MHT 浆３の豆腐花と豆 、塩昆布入り

卵焼き、海苔スープ、魚ス－プ、から揚げ、回転寿

司、梧桐寨瀑布のそうめんとスイカ、カドリー農場

のきゅうり、大帽山下公園のカップラーメン、コー

ヒー、獅子山下茶店のカレーとラーメン、南アフリ

カ料理、北角の街市、刀削り面、39 ドルステーキ

ランチ、坦々麺、ポカリスエット、アミノバイタル、

レモン C キャンディー、冷たい水。

＃４ 若人会に感謝！

森田 吉則・会員番号５２番

私は若人会発足と同じ年の 2000 年 10 月に来港

し、12 月に参加し始めてから早や８年になります。

初期の頃は大学時代からの友人・小堀さんが毎週末

珠海から泊まりに来て、２人で一緒に参加。その後、

妻の裕子、長男・吉昭（02 年誕生）、次男・敦也（05

年誕生）が加わり、いつの間にか我が家のリーダー

資格者は吉則・裕子・吉昭の３名になりました。吉

昭がお腹にいる頃も家内は歩いていましたが、誕生

後、首が据わるとすぐに背負子でデビュー。今では

私の背中を敦也に譲り、吉昭は自力で 15km 程歩き

ます。息子達はいつも参加する度に多くの人に可愛

がって頂き、我が家は若人会に子育てをしてもらっ

ているようなものと夫婦共に心より感謝していま

す。

また、私自身は 01・02・04・05・07 年と５回も

100 キロトレイルに出させて頂きました。02 年に

事務局を務めた際には若人会最大の６チームを出

しました。黎明期の若人会で若輩者が６つのチーム

+サポーターをまとめるのは大変でしたが、当時の

高田会長はじめ、多くの先輩方が「一人も脱落者を

出してはダメだ」と粘り強く励ましてくれました。

お陰様で全員完歩の結果となりました。当時は本気

で歩けば誰よりも早く歩ける坂倉さん、亦野さん、

小田中さん等がいつも通常の山行では最後を歩い

ていました。彼等は 100 キロでも練習・本番共に

好んで遅いチームと一緒に歩いていました。また、

本当は誰よりもハードなコースが好きな中原さん

が積極的に A コースのリーダーを企画していまし

た。初期の若人会ではこれらの先輩達の背中から多

くのことを学ばせて頂きました。

誰もが自由にモノが言えて、弱者を最も大事にす

る、派閥を作らず、誰でも温かく迎え容れる、これ

が若人会の最大のいいところ、人が変わってもいつ

までも受け継いでいきたい伝統だと思っています。

若人会を築いてきた先輩方へ、「メンバーは入れ

替わっても、若人会の精神はしっかりと受け継がれ

ていますよ。これからもきっと、ずっと変わらずに」。

＃５ もう一度シャープピークに登りたい

もう一度シャープピークに登りたい

わずかばかりの体力を携え最初は一人で行った

途中で恐くなり引き返した

もう一度大帽山に登りたい

あの日コンクリートの坂道を懸命に登った

チームメイトと約束した時間があった

もう一度ランタオピークに登りたい

たどり着いた山頂はいつも霧の中だった

景色が見えなくてももう一度登りたい

親しい仲間が次々と去ってしまっても

新しい仲間が次々と増えていく

山に道が続き道に若人会が続いている

何度でも香港の山に登りたい

中原信寛・会員番号１３８



１００ｋｍウォーク参加の歴史
若人会が始まって以来、こんなに多くの人達が１００kmチャリティウォークに参加し、たくさんの素敵な思い出を作り上げてきました。

これは、今まで参加した方々の最高の記録です。

２０００年 ＧＭ－秋葉純一郎

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

OJISAN 200 甲斐政則 佐藤英夫 関禎治 干葉正治 39時間10分

Kanemitsu 奥山順子 野水英子 平岡理香 山口由美 37時間59分

大和撫子 坂倉栄雄 白倉満 野水重明 亦野浩二 29時間37分

２００１年 ＧＭ－坂倉栄雄

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

Ojisan ２０７ 高田久生 石山孝幸 三隅栄太郎 山下純- 40時間17分

LYCHEE 金森俊樹 金森朝子 縄手秀樹 縄手昌子 31時間39分

奥の細道 小田中和彦 渥美透 福川亮平 川崎徹 25時間17分

がんぱれ若人 森田吉則 清見和正 奥山順子 金光紫乃 39時間21分

２００２年 ＧＭ－森田吉則

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

J - POWER 畠外善 長尾純男 ERIC SO 28時間27分

それいけ若人 須藤昇二 古澤浩 小堀則之 森田吉則 34時間53分

おじさん２００２ 高田久生 宇佐見正紀 大島勤 川上右仲 39時間23分

チームプリンセス 城井勝英 清見和正 金森朝子 日高かおる 30時間14分

スーパーいいちこ 関禎治 酒井良夫 竹野浩子 Pauline 44時間58分

プロジェクトSIX 奥山順子 北原照之 森田将圭 北野摩利子 39時間20分

２００３年 ＧＭ－古澤浩

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

MIRACLE - R 森田将圭 高田久生 福井敏二 久保信弘 39時間46分

風薫 城井勝英 長尾純男 亦野浩二 古澤浩 28時間36分

傘地蔵 冨樫富子 酒井良夫 東葭新 伊澤佳子 35時間39分

２００４年 ＧＭ－酒井良夫

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

My Fashion 山根康明 福井敏二 田中伸明 荻原真 24時間32分

関西パワーズ 酒井良夫 井上哲 堀本真世 山野亜紀 30時間12分

Tokyo Jazz 金森朝子 日高かおる 古澤浩 城井勝英 27時間25分

ちばりよ若人 小堀則之 森田吉則 渥美透 北原智之 34時間48分

GENKI Keith Lee Tse Kwong Yuen Nelson Yip Noble 31時間56分

２００５年 ＧＭ－福井敏ニ

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

Rocket Boys 阿部高久 酒井良夫 荻原真 Liu Kai Dong 29時間01分

TEAM とりたて 福井敏二 井出崇 谷口哲也 藤田亮 37時間31分

Beasts & the Beauty 岩井哲 奥山順子 金光紫乃 竹野浩子 47時間03分

Yui Yui （結結） 森田吉則 林隆司 林安恵 中川浩行 46時間31分

東京カルテット 金森朝子 日高かおる 堀本真世 城井勝英 30時間32分



２００６年 ＧＭ－阿部高久

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

Slim Beaty Four 阿部高久 中原信寛 井上伸一 Liu Kai Dong 23時間52分

Vanilla Ice Cream 金森朝子 日高かおる 堀本真世 冨樫富子 26時間28分

Team Vicks Chen Chi Ho 小森進 佐藤浩二 Vincent Leung 35時間22分

山中奇縁 Chen Yu Ming 奥山順子 吉田貴文 北中伸明 44時間25分

２００７年 ＧＭ－山根康明

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 歩行時間

Rocket Boys 2007 阿部高久 山根康明 井上伸一 Liu Kai Dong 21時間03分

Team 25 S.P. 小森進 北中伸明 能勢次郎 瀬崎真知子 21時間54分

Pleasure 10 清水幹子 森田吉則 佐藤浩二 伊藤泰章 40時間24分

KAME-SANS 吉田貴文 井出崇 鈴木節夫 齋藤純一 38時間43分

May & Jun 金森朝子 日高かおる 堀本真世 井上哲 記録なし

２００８年 ＧＭ－伊藤泰章 ※１０月１３日現在。１１月７日～９日開催。

チーム名 Member-1 Member-2 Member-3 Member-4 ※目標時間

One-for-All 伊藤泰章 冨樫冨子 菅川正典 原田青 33時間

未定（Ｎｏ．0771） 吉田貴文 齋藤純一 加藤勝彦 川口裕敏 38時間

香港若人会OB JAPAN 小森進 井上伸 谷口哲也 北中伸明 18時間

●Oxfam Trailwalker（通称：100kmトレイル）とは・・・
毎年11月第２金曜日から日曜日に行われる香港最大のトレッキングイベント。ルーツは香港に駐留

していた英国軍グルカ兵（ネパールの山岳民族で構成された部隊。白兵戦では世界最強と言われてい
る）の足腰補強訓練が始まりと言われています。1981年に始まり、1986年からはOxfamが協力、民間
も参加できるチャリティイベントとなりました。

チャリティであるため、ゴールしたチームに待っているのは、賞状でも賞金でもなく恵まれない方々
への寄付金、というルールがあります。今年（2008年）で27回目となります。

このレースの面白さは、チームメンバー4人が一緒でないと、途中10カ所のチェックポイントを通過
できないところです。１人だけ速くても、１人だけ遅くても先に進めません。チーム全員が協力し合
い、４８時間以内にゴールすることが、最重要とされます。

ただ、選手の力だけではこの過酷かつ長丁場に耐え、ゴールすることはできません。選手を支えるサ
ポーターが、重要な役目を担います。選手の食事、着替えの手伝い、叱咤激励と伴走。「サポーターは
優しい鬼であれ！」とは、ある会員の名言です。

また、このイベントを支えるのは、延べ数千人はいると思われるボランティア、警察、消防、救急、
民安隊、病院など、たくさんの香港の方々です。これほど多くの人に支えられながら、西貢「北潭涌」
のスタート地点から、遥か１００ｋｍ先にあるゴール（このゲートはTrailwalkerの時しか開きませ
ん）の「屯門」を目指します。こうして、毎年、数々のドラマが生まれています。



Photo Garelly ・・・若人会の仲間たち・・・

香港人メンバーも沢山増えました！

登りきりました！！ 馬鞍山頂上にて

八仙嶺にて。 皆、良い笑顔だな～

裸んぼうさん、だ～れだ？ 海下にて

金山郊野公園にて 森林浴しよう～

お子様もらくちんウォークのピーク

お父さんが一番大変（汗）。。。

西高山頂上にて。。。

暑い夏の日、、、ビールがおいしいぞ～

清水湾にて・・美女集合！！



■皆の大好きな山々■
香港には、数多くの魅力的な山があります。

その中でもダントツ人気なのが・・・

シャープピークと、ライオンロック！

どちらも独立峰で、頂上からは３６０度

香港の景色が見渡せます。

若人会でも毎回多くの方が参加されます。

皆の大好きなシャープピーク

青空をバックに、パチリ！

万歳ポーズが高田初代会長

頂上は寒い～。

参加者２４名のライオンロック！

狭い頂上に、皆、納まって。。。

生憎のお天気の中、こんなに沢山の人が集合

リーダーの心がけが良いから（？）ですね！

え～とですね、毎度おなじみライオンロックです！ いぇ～い！！



今年もいろいろな所に行きました。

陽明山荘からスタートし、紫羅蘭山へ

木村さん主催 プリズンウォーク

滝のマイナスイオンに当たって一休み

阿部さんラストリーダー

魚釣翁をバックに

城門水塘

天壇大仏お参り ご利益あるかな～？

香港湿地公園を散歩中

青衣自然径に出発～ シンセン 世界の窓へ



■島巡り■
香港には、大小沢山の島があります。
若人会も全ての島を制覇。
島専門リーダーも居ます。

長州島めぐり

南Ｙ島 リーダー説明中

ランタオ島 老虎頭

ディスカバリーベイ → 梅オウへ

南ランタオにて

坪洲島 飲茶が安い～！ 美女に囲まれにこ～っ。

大東山を楽々登るメンバー達。さっすが～！

弥勒山 頂を登る 坪洲島 懐かしい顔ぶれも・・ 塔門島めぐり



■若人会恒例クルージング■

毎年夏になると、船を貸切り、1日クルージング

トリップに出かけます。

今年も雲一つない青空の下、大人も子供も

大はしゃぎしました。

毎年借りる船 格好良いでしょう？！

船上でちーず！

全員集合！！

最高の笑顔です♪

僕 泳げるよ～！

船上宴会中・・・

■石澳ビーチでのＢＢＱ■
こちらも若人会恒例行事の一つとなりました。
ドラゴンズバックを歩いた後のＢＢＱは、おいしぃ～。

歩いた後は、ＢＢＱが待ってるよ～ ビーチでＢＢＱ！！



■マクレホース練習風景■
毎年行われる100キロウォーク訓練。

約3ヶ月間、過酷な暑さの中、毎週末

マクレホーストレイルの山々を登ります。

ＭＨＴ３

いざ出陣！！

ＭＨＴ４～５

ＭＨＴ６～８ 強豪達

ＭＨＴ４～５ 余裕の笑顔！

ＭＨＴ６～１０ 長距離練習

ＭＨＴ１～２ 景色に感動！！ 東京支部から御姉様方が参加中。

ＭＨＴ６～１０

ＭＨＴ４～５ あっちですよ、あっち！ ＭＨＴ９～１０



メンバーから一言。
若人会に入って良かったと思うこと、近況報告など熱いメッセージ

心を HK に残したままで帰任、あーっ、若人

会の仲間と山に入りたい。 上野栄一
若人会に出会えて、香港生活が

１,０００％快適になりました。

OKADA HAJIME

変
わ
り
行
く

人
や
山
間

愛
（
か
な
）
し
く

も

新
（
さ
ら
）
な
る
ド
ラ
マ

成
す
百
キ
ロ

か
な

（
異
麗
分
）

若人会の毎回リーダーが異なる

おもしろさとスケジュール表に

見られるそのシステムが特に気

にいっています。若人会はそれゆ

えに永遠です。 木村孝子

多くの方との交流、美しい自然の

中、心癒される幸せな時でした。

坂井千恵美

若人会に入って8カ月。素晴ら

しい仲間に支えられて、

１００ｋｍ参加に向けて精進・

減量しています！ 菅川

金剛蔵般若、

三才天地人、

龍虎風雲会。

黄 泰宸

I feel good hiking with Hong Kong Wakodokai.
Happy Hiking Always ! Betty

500 回記念のラマ島クリーンハイキングの記事、関さんの新聞記

事、初参加前の林安恵リーダとの電話での会話、これが若人会へ

導いてくれた幸運の女神でした。祝 1000 回達成！

井出 崇

帰国会員ですが、ストレスの多い香港駐在中には若人会の活動に救わ

れたことが多かったように思います。今になって振り返っても、思い

出の一番大きな部分を占めています。１０００回にとどまらず色々な

方に引き継がれて永続するように祈っております。谷口 哲也・亜記

大好きな香港で、大好きな仲間

と、大好きな山歩きを楽しみ、大

好きなビールを皆で乾杯する時

こそ至福の時です。

竹野 浩子



若人会と私の間には別れの言葉は無い 中原

６月に男の子が生まれて、上海にて子育て

砂漠を徘徊中です。息子が歩けるようになる

やいなや、共に香港で若人会に参加するのが

目標！ 河本典枝

「山が好き」と言うことだけであまりに皆さんが真剣

に取り組まれていることに驚きを感じました。 浅子

若
人
会
に
入
っ
て
自
然
の
豊
か
な
違
っ
た
香
港
を

発
見
で
き
ま
し
た
！

奥
村
玲
子

山
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た
若
人
会
に
感
謝
。
伊
藤
佳
苗

多
く
の
仲
間
・友
人
を
与
え
て
く
れ
た
若
人
会
に
感
謝
。
伊
藤
泰
章

暇にまかせて通った香港の山々と自然、ありがとう。

暇人 冨樫冨子

週末の山歩きと食事が何よりの息抜きです。

まさかのＭＨＴ１００ｋｍも体験できました。

鈴木節夫・範子

香港の違う一面を発見したこと。ネオ

ンサインとショッピングのイメージが

強い香港だけど、実はこんなに近くに

こんなに美しい自然が存在している

のを知ることが出来たのが何よりの

収穫です！！ 西村 直樹

1000 回おめでとうございます。帰国後も若人会の縁は続き、

定期的に若人会仲間と山に行っています。

永 遠 に こ の 会 が 続 く こ と を 祈 っ て お り ま す 。

北中伸明

（若人会に参加して）香港の良さ（自然の豊かさ、郷

愁の漂う農村・漁村）を、東京からの仕事関係者に写

真等で紹介出来たこと。 松尾

６年間香港に滞在できたのも、思いもしなかったハイキングがあったからです。毎

日、ハードな仕事をし続けるものの、土・日曜の余暇を健康的に若人会でハイキング

が出来ましたことは精神的ストレス解消になりましたことに心から感謝致しておりま

す。特に、ハイキングで知り合った沢山の人との交流が香港勤務５年契約が６年に延

長された一つの理由でもありました。心から若人会、大島会長はじめ皆様に楽しませ

て頂きありがとうございました。

後輩諸君 ！ 益々の継続と発展に期待請うです。 佐々木功洋

香港はなれてもう６年。若人会リーダーでは、「楽チンコース専門」の酒井隆です。

単身赴任でなんとか５年２か月過ごせたのも、若人会のおかげでした。

次は、若人会創立１０周年！！その記念大会には是非参加したいです。 岐阜の酒井隆



若人会に参加する事で、気分転換と運動不

足の解消になりました。 宮崎隆司

普段中々みつけられない香港の新たな魅力

を知る事ができました。 宮崎佳寿江

初めての経験では、当時太めだった私にとって山を歩く時の負担は大

いにあって、それで減量を一大決心しました。その後数ヶ月して、私の

趣味のダンスも本格的に練習を始め競技選手になることを目標に、当時

８３ｋｇだった体重を現在６９ｋｇまで落としました。

私のメタボ体質はすっかり健康体に変えることができましたが、私に

とって、体の改造を支えてくれたモチベーションは若人会からいただい

たと言えます。若人会、有り難うございます。 川又 泰

みなさん、親切なので、一緒に歩く

のが楽しく、また、自分の知らなかっ

たコースを行けるのも嬉しいです。

山村美和

（
香
港
は
）
狭
く
て
、
便
利
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

阿
部

高
久

会
員
番
号
２
２
０

若人会に参加させていただき、

本当の香港人の生活を目にする

ことでき、大変有意義でした。

林 善弘

普段見られない美しい

香港の自然に出会える

菊田徹也・千恵子

自
然
と
人
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
の
な
か
で
、
人
と
し
て
生
き
て

い
る
実
感
を
味
わ
え
る
、
そ
ん
な
素
朴
な
と
こ
ろ
が
、
ま
た
素

敵
な
「
若
人
会
」
の
一
面
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

久
保
正
人

若人会に参加するまで、香港の街並み知りませんでしたが、こんな

にすばらしい景色もあるのかと気付かせて頂けました！ 内藤

単純に家族と一緒に香港の山を歩き度いと軽い気持ちで入会

した若人会。

多くの仲間との出会い、汗と涙、感動の共有、友情の醸成、

生涯付き合える友の発見・・・そんな素晴らしい機会を与えて

くれた『場』でした。

素晴らしい仲間と若人会１０００回記念に乾杯！ 井上伸一

香港で、予想外の自然に触れました！

熊埜御堂 康昭

若人会のおかげで 色んな国籍の方と出会えて

毎回美味しいレストランを紹介してもらえること 三浦 直美

若人会のおかけで、私の香港生活は２００％充実したものとなりました。

香港を離れて５年になりますが、いまでも感謝の気持ちで一杯です。

若人会、万歳！ 日高かおる



仕
事
と
は
別
の
、
行
動
範
囲
が
広
が
り
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

後
藤

章

美
味
し
い
料
理
の
お
店
を
知
る
事
が
出
来
て
嬉
し
い
で
す
。

後
藤

悦
子

予約がいらない。（みんな）人付き合いがいい。 山根

公
共
機
関
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

に
行
け
る
。
自
分
の
こ
と
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
大
人
の
会
だ
と
思
っ
た
。

能
勢

次
郎

日本語の練習になりました。昔と

違い近年の日本人の考え方に対す

る理解が深まった。また、いつもテ

レビなどのニュースを聞いていて

歪んだイメージしか伝わってこな

いが、日本人を正しく理解できるよ

うになった。 秦

ひと皆花に酔う時も、残雪恋し山に入り、涙を流す山男、

雪消の水に春を知る。

香港の山に坊がつる賛歌がよく似合うと思うのはワタ

シだけでしょうか・・・。 川口裕敏

普段見られない美しい

香港の自然に出会える。

菊田徹也・千恵子

歩く喜び（生きる喜び）を感じています。 大内

注
意
一
秒
ブ
タ
一
生

吉
田
貴
文

い
ろ
ん
な
人
と
め
ぐ
り
会
え
て
良
か
っ
た
。

鈴
木

司

単身者にとってこんな会があったか

ら、いろんなところでおいしいものを

食べることができました。矢嶋

日本に帰国して早くも１年半が経過しました。

香港若人会では１年８カ月という短い間に実に多くの

方々とお知り合いになり、また大変お世話になり有難うご

ざいました。香港の美しい山々、若人会での楽しいひと時

は本当に良い思い出として、また私の“人生の宝物”とし

てこれからも私の心の中に輝き続けていくことだと思い

ます。

時が流れ、若人会のメンバーの皆様も少しずつ変わられて

いくのを拝見すると、少々寂しい気持ちになりますが、自

分も若人会の歴史の１ページを綴ることに参加させて頂

いたという気持ちにもなり、それを誇りに思います。

今度いつか、集合場所のＭＴＲの駅に突然伺うかも知れま

せんので、その時は宜しくお願いします。あれ、前から一

度やってみたいと思っているんです！ 小森 進



 

若
人
会
新
聞 

●
奥
山
さ
ん
、
四
〇
〇
〇
キ
ロ
踏
破

＝
若
人
会
史
上
初 

 

二
〇
〇
七
年
八
月
十
九
日
、奥
山
順
子
さ
ん（
会

員
番
号
◆
番
）
が
若
人
会
史
上
初
の
四
〇
〇
〇

キ
ロ
を
踏
破
を
達
成
し
た
。
奥
山
さ
ん
は
会
設

立
第
一
回
目
の
二
〇
〇
〇
年
一
月
八
日
に
か
ら

参
加
し
て
い
る
。
奥
山
さ
ん
は
「
自
分
よ
り
も

周
り
の
皆
さ
ん
の
ほ
う
が
喜
ん
で
く
れ
た
の

が
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
香
港
に
来
て
か
ら
、

山
し
か
や
る
こ
と
無
か
っ
た
の
か
・
・
・
と
落

ち
込
ん
で
い
た
の
で
」
と
話
し
て
い
る
。
な
お
、

〇
八
年
八
月
に
は
富
樫
富
子
さ
ん
（
同
一
四
二

番
）
も
奥
山
さ
ん
に
次
い
で
二
人
目
と
な
る
四

〇
〇
〇
キ
ロ
を
達
成
し
て
い
る
。 

●
危
う
し
！
落
雷
で
通
電
か 

＝

一
〇
〇
キ
ロ
練
習 

毎
年
恒
例
の
マ
ク
レ
ホ
ー
ス
ト
レ
イ
ル
（
Ｍ

Ｈ
Ｔ
）
に
向
け
た
一
〇
〇
キ
ロ
練
習
。
２
０
０

５
年
の
そ
の
日
、
Ｉ
、
Ｋ
、
Ｔ
の
３
氏
は
、「
Ｍ

Ｈ
Ｔ
４
」
を
自
主
練
習
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

の
日
は
午
前
中
晴
天
で
、
三
十
度
を
超
え
蒸
し

暑
か
っ
た
が
、
午
後
に
な
り
天
候
が
急
変
、
遠

く
の
方
で
雷
が
鳴
り
始
め
た
。
落
雷
に
襲
わ
れ

三
人
は
金
目
の
物
を
し
ま
い
、
Ｍ
Ｈ
Ｔ
４
の
尾

根
を
一
心
に
走
り
出
し
た
。 

と
こ
ろ
が
間
も
な
く
、
頭
上
で
雷
が
鳴
っ
た
。

も
う
既
に
追
い
つ
か
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
と
、

同
時
に
、
学
生
時
代
、「
山
男
」
で
鳴
ら
し
て
い

た
Ｉ
氏
が
「
持
ち
物
を
遠
く
へ
投
げ
ろ
！
伏
せ

ろ
！
」
と
叫
ん
だ
。、
土
砂
降
り
の
雨
と
、
周

辺
に
落
ち
続
け
る
３
人
は
下
り
の
階
段
上
で
、

落
雷
シ
ャ
ワ
ー
の
中
を
じ
っ
と
耐
え
た
、
一
秒
、

二
秒
、
三
秒
・
・
・
、
数
秒
が
か
な
り
長
い
時

間
の
よ
う
に
思
え
る
。
Ｉ
氏
の
脚
に
ビ
リ

ッ
と
電
気
が
走
っ
た
。
Ｋ
氏
が
履
い
て

い
た
山
靴
が
下
か
ら
突
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

バ
ン
ッ
と
持
ち
上
が
り
、
上
半
身
を
岩
に
体
を

預
け
て
へ
ば
り
つ
い
て
い
た
Ｔ
氏
の
左
腕
も
バ

ン
ッ
と
持
ち
上
が
っ
た
。
見
る
と
、
手
首
が
少

し
切
れ
血
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
落
雷
は
、
最

後
に
、
三
人
の
す
ぐ
そ
ば
で
落
ち
た
。「
も
う
だ

め
だ
、」・
・
・
奇
跡
的
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
死
を
覚
悟
し
た
瞬
間
、
雷
は
３
人
の
頭
上

か
ら
少
し
ず
つ
遠
の
い
て
い
っ
た
。

数
分
の
出
来
事
だ
っ
た
。
３
人
は
そ
の
後
、
呆

然
と
し
た
ま
ま
、
下
山
し
た
の
だ
と
い
う
。 

 

「
自
然
の
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
」
と
い
う

Ｔ
氏
。
た
だ
、
Ｉ
氏
と
Ｋ
氏
は
、
い
つ
も
は
下
り
の

苦
手
な
Ｔ
氏
が
２
人
も
追
い
つ
け
な
い
ほ
ど
の
猛

ス
ピ
ー
ド
で
階
段
を
駆
け
下
り
て
い
っ
た
こ
と
の

ほ
う
が
、「
雷
よ
り
も
驚
い
た
」
と
話
し
て
い
た
と

い
う
。 

●
若
人
会
史
上
初
の
参
加
者
六
十
二
人

＝
〇
八
年
蛍
狩
り 

香
港
で
蛍
・
・
・
。
誰
も
が
最
初
は
耳
を
疑
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
竹
野
浩
子
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
「
蛍
狩
り
」
が
２
０
０
８
年
６
月
２
１
日
、
香
港

島
・
ク
オ
リ
ー
ベ
イ
で
行
わ
れ
た
。 

当
日
の
参
加
者
は
大
人
と
子
供
を
合
わ
せ
た
計

六
十
二
人
。
若
人
会
史
上
初
の
六
十
人
超
え
と
な
っ

た
。
た
だ
、
リ
ー
ダ
ー
（
竹
野
さ
ん
）
だ
け
で
は
大

変
な
の
で
、
伊
藤
さ
ん
、
西
明
さ
ん
、
矢
嶋
さ
ん
、

吉
田
さ
ん
が
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
竹
野
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
。 

こ
の
日
は
日
中
三
十
三
度
の
猛
暑
だ
っ
た
も
の

の
、
日
が
落
ち
て
か
ら
は
心
地
よ
い
風
が
吹
き
、
湿

度
も
低
く
、歩
行
環
境
は
抜
群
だ
っ
た
。空
も
澄
み
、

夜
景
が
き
れ
い
だ
っ
た
と
い
う
。 

肝
心
の
蛍
は
と
い
う
と
、
先
日
の
大
雨
で
卵
や 

幼
虫
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
く
、
例
年
よ
り
少
な

か
っ
た
。
と
は
い
え
、
歩
行
後
半
に
湧
き
水
の
出
る
あ

た
り
で
大
小
の
蛍
を
確
認
で
き
た
と
い
う
。 

竹
野
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
は
「
夜
間
に
蛍
を

観
る
会
」
だ
っ
た
そ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
子
供
や

夜
に
歩
く
自
信
の
な
い
人
は
参
加
で
き
な
い
た
め
、
時

間
帯
を
現
在
の
夕
方
か
ら
夜
ま
で
に
変
え
た
と
こ
ろ
大

盛
況
。
以
後
、
毎
年
の
恒
例
行
事
に
し
た
と
し
て
い
る
。

●
森
田
吉
昭
く
ん
、
五
歳
で
リ
ー
ダ
ー
に

＝
最
年
少
記
録
更
新 

〇
八
年
三
月
九
日
、
森
田
吉
昭
く
ん
（
五
つ
）
は
、

若
人
会
史
上
初
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
。
こ
の
日
吉
昭

く
ん
が
選
ん
だ
の
は
ピ
ー
ク
か
ら
ハ
ッ
ピ
ー
バ
レ
ー 

２００８年10月５日

発行＠香港 

若人会クイズ 「若人会（わこうどかい）」の名前の由来は？ 
Ａ．鶴の一声 Ｂ．ホ○ダ車「ア○―ド」のファンがいた Ｃ．若人一郎さんの名前から（答えは記念誌のどこかのページにあります）

奥
山
さ
ん
、
四
〇
〇
〇
キ
ロ
踏
破 

危
う
し
！ 

落
雷
で
通
電
か 

若
人
会
史
上
初
の
参
加
者
六
十
二
人 

森
田
吉
昭
く
ん
、
五
歳
で
リ
ー
ダ
ー
に 

ま
で
の
道
の
り
（
一
〇
キ
ロ
）。
総
勢
二
十
八

人
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
た
。
吉
昭
く
ん
は

マ
マ
の
お
腹
の
中
に
い
た
頃
か
ら
会
に
参

加
。
歩
き
始
め
の
最
初
の
頃
は
パ
パ
や
マ
マ

の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、

最
近
で
は
大
人
も
顔
向
け
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
周
囲
を
驚
か
せ
て
い
る
。
現
在
（
〇
八
年

十
月
）
ま
で
に
既
に
実
質
三
回
（
（
二
回
目
リ

ー
ダ
ー
六
月
十
五
日
お
よ
び
七
月
一
日
の
母

親
・
裕
子
さ
ん
の
代
理
）
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

て
い
る
。 

ま
た
、
〇
八
年
の
新
年
会
で
「
お

し
り
か
じ
り
虫
」
を
み
ん
な
の
前
で
歌
う
な

ど
度
胸
も
人
一
倍
。
今
後
が
楽
し
み
だ
。 

 森田吉昭くん(５つ)感想文（上）・青木智弘くん（５つ）作成（下）



いつもありがとう。
こんな方たちが若人会を陰で支えてくれています

◆メール連絡係・齋藤純一さん←竹野浩子さん ※矢印は引き継ぎの流れ

連絡係の齋藤です。竹野さんから引継ぎ、連絡漏れがあったら申し訳ないですから責任の重さをひしと感

じます。

◆会計係・木村孝子さん←加藤二郎さん←渥美透さん

昨年５月より会計係を務めています。若人会では会費を徴収しておりませんので、毎回のハイキングや総

会の際の食事剰余金を私会計係が集めて、地図や記念品代などに充てています。一時は財政難となりまし

たが、現在はみなさまのおかげで安定してきています。１回に１人 HK$10 ぐらいを目安に集めていただ

きたく引き続きご協力をお願いいたします。

◆写真係・伊藤泰章さん←小森進さん←酒井良夫さん

若人会３代目写真係りの伊藤です。若人会会員の皆様、そして香港を離れた OB・OG の皆様にも、いつで

も香港の山々、会員の元気な姿を見てもらえるよう、多くの写真を掲載していくようにします。

◆ホームページ（HP）係・山根康明さん←唐澤康仁さん←森田将圭さん←亦野浩二さん

HP 係は、毎月のスケジュール、山歩きの結果及び歩行記録などＨＰ上のメニューを更新しています。こ

れからも若人会をみんなで盛り上げていきましょう！

◆記録係・吉田貴文さん←酒井良夫さん・林隆司さん←日高かおるさん←金森朝子さん

若人会の大きな特徴の一つに、会員の皆さんの歩行記録がすべて記録されということがあります。記録係

は参加者の歩行記録を Excel に記録していく係です。

◆宴会係・吉田京美さん←谷口哲也さん←福井 敏二さん←皆で交代制

予算とその内容に見合ったお料理を心がけています。それと多少の人数の増減にも柔軟に対応できるよう

な会場選びが大変です。皆さまに助けていただきながら、なんとか宴会係りをしている状態です。宴会時

に気がついたことがあれば教えてくださいね。参加して楽しかったという宴会になるよう頑張ります。

◆ 予定表係・中原寛信さん＆森田吉則さん＆竹野浩子さん←中原信寛さん・森田吉則さん←

←井出崇さん←小田中和彦さん←高田会長

お世話になっている若人会にお返しできる喜び。一足お先に、バーチャルハイキングをこっそり楽しめる

喜び。そして、会の皆さんと繋がっていられる喜び。



若人会基本１０カ条
＊会発足から８年以上続いている運営の指針です。

1. 土、日、祝日は必ず実施すること。

2. 会員は全てに関して平等であること。

3. 無理をせず、安全第一を考えること。

4. 弱者いじめをしないこと。

5. 香港全体を知ってもらえるようなルートを設定すること。

6. 個々の体力に応じてルートを選択できるよう難易度に幅をもたせること。

7. 何か目標を設定し、歩行距離を延ばすことに楽しみをもってもらうようにすること。

8. おいしく、特徴のあるレストランや料理を探すこと(ただし割安にすること)。

9. 前月に歩行スケジュールを会員に連絡し、各人の計画を立てやすくすること。

10. 記録を残し、今後の歩行スケジュールに役立てるようにすること。

若人会のルールとマナー
1. 行き帰りにタクシーを使わないでおきましょう。

2. 参加の申し込み連絡は不要です。ただし、決められた時間に来ないと置いていきます。

3. 時問厳守です。

4. 参加費は不要です。交通費と食事代のみ必要です。

5. 歩行後の食事代は参加者全員で均等に割ります。ただし、アルコール代については飲

んだ男性で均等に割り、女性は無料です。児童は割引です。料金はなるべく割安を心

掛けるようにしましょう(お酒を飲まれる男性で１００ドル未満が目安)。

6. リーダーは当日の参加者のうち体力的に一番弱い人に合わせてペースを作りましょう。

7. お互い会社の役職で呼ばないでください。みんなお友達ですから「さん」か「ちゃん」

か愛称で呼んで下さい。

8. ２００km を踏破した場合、総会(年２回開催)で表彰し、賞状と賞品(香港トレイルマッ

プシリーズ６部) をお渡しします。

9. 会に３回参加すると正会員となり、個人記録を毎月のホームページに掲載します。

10. 毎月２５日頃に翌月の歩行スケジュールをホームページに掲載します。

香港を知り、仕事抜きで友人をつくり、いい汗をかきおいしいビールを飲んで、健康で豊

かな香港生活を楽しんで下さい。あなたの良き思い出となることを信じて疑いません。

●若人会ホームページ：http://www.9eocities.co.jp/Outdoors-River/5025/jndex_001.htm
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